
     

  

夏休みが終わり、2学期がスタートしました。今年の夏は新型コロナ感染症によりいつもと違った夏休みを過

ごしたことと思います。夏休みであっても、思いっきり活動できないストレスや新型コロナウイルス感染症予防

を意識した生活で心身ともに疲れたという人もいるようです。早く、疲れをとって充実した 2学期にしましょう。 

2学期は、学習旅行や合唱祭、文化祭と様々な行事が予定されています。新型コロナウイルス感染症の予防対策

をしながらの行事となります。今までのようには行かないことが多いかも知れませんが、できる範囲で楽しんで

いきましょう！！ 
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突然ですが、本校内の AED がどこに設置されているか、みなさんは知っていま

すか？「わからない」という人はぜひ、校内を歩いて確認してください（なぜそこ

に設置されているのかも考えてみてください）。 

 AEDは学校以外でも駅、市役所などの公共施設、ショッピングモールなどの商業

施設、陸上競技場などの運動施設には、ほぼ設置されています。 

※ 体育館正面入口の教官室ドアの所に設置されています。 

 事故や災害はいつ、誰にでも起こりえます。あなた自身はもちろん、家族、友だ

ち、先輩、後輩…一緒に歩いていたそのとき、という可能性もゼロではありません。

万が一に備え、よく行く場所ではどこに設置されているか、調べておくと良いでしょう。 

 

Q：119番の通報後に救急車が到着するまでの時間は？ 

A：全国平均 8.７分 

Q：突然、心停止を起こした人の救命率は？ 

A：急車の到着まで傷病者に処置をしないと 1分ごとに 7-10%ずつ救命率が低下   

し、助かる可能性はほぼなくなってしまいますが、適切な胸骨圧迫と AEDを使  

う使うことで、10分後にも約５５％の生存率を保つことができます。 

Q：心停止してからの命のリミットは？ 

A：約 10分！ 

即行動するのは不安で難しいことですが、踏み出したその一歩が誰かの命を救  

うかもしれません。 

 

 
 
人工呼吸を２回行った後、「胸骨圧迫」を行います。（人工呼吸が不安な場合は、胸 

 骨圧迫だけでも OKです。）圧迫を行う位置は、両方の乳頭を結んだ線の真ん中です。 

その下に心臓があります。ここを圧迫すると、一番有効に心臓に力を加えることがで 

きます。この位置に手を当て胸が４～５cm程度沈むまでを目安に強く圧迫します。 

圧迫のテンポは、１分間に 100回程度が目安です。この速さで、30回連続で圧迫し 

ます。救急車が到着するまで続けます。 

 

 

 

 


